
荒川 修作 ・ M. ギ ン ズ著 『意味の メ カ ニ ズム 』 を読む （ 1 ) 
一 視覚言語体系 の確立 の た め に

Decoding the “Mechanism of Meaning” by Arakawa and Gins (1) 
-An essay to establish a new visual language grammar -

森 田 恒之、 藤井 真希、 須貝 旭

MORITA Tsuneyuki, FUJII Maki and SUGAI Asahi 

We use, in our diurnal communication, two di宜erent types of language : the verbal and the 
visual ones . The former has various local ones such as Japanese, English and others, which 
has oral and written types in their sub”categories, and most of them have a systematic 
grammar rule . However, the visual has few theoretic rules but only experimental one while 
we use it in every day. ”Mechanism of Meaning” ， by S. Arakawa and M. Gins, should be one 
of the first trial to establish the rule the later using a visual way. Unfortunately their 
representation is so 出宜・icult to understand for every ones because the artists set it behind an 
’artistic’ curtain. The authors challenged 加 decode their complicate expression to set-up 
more popular verbal language . They publish here the results 企om some early pages.  

キ ー ワ ー ド： 荒川修作 （S. Arakawa） 、 M. ギ ン ズ（M. Gins） 、 『意味の メ カ ニ ズ ム 』 （ “Meaning
of Mechanism” ） 、 視覚言語 （Visual language) 

日 ごろ、 私たち は二つの言語を使用 している。 「音声言語」 と「視覚言語」である。

音声言語 に は 、 日 本語 、 英語 、 アラビア語のような地域／文化差があり 、 さ ら に 「話し言葉J と 「書き

言葉J がある。 私たち は外 国語を学ぶときまず単語と文法を学ぶ。 音声言語 は 、 単語の配列順序で

意味が変わるカ も文法学習 は不可欠だ。

晴眼者 は 、 視覚だけ に頼る表現をなんの疑し もなく使って いる。 対して視 覚 を失っ た人たち は触

覚や聴覚 に大きく 依存する。 逆 V 字状 に描かれた線路の絵を見て奥行きを感じる の は晴眼者 固 有

の視覚言語である。 遠く へ行く ほ ど狭く なる線路な ど現実に は存在しない。 晴眼者と非晴眼者の言

語体系 は異なる のだ。 そ の意識なしに晴眼者 と非晴眼者の意思疎通 は難しい。 晴眼者 同 士でも視

覚 による伝達方法が体系化されていないため に真意が伝わらな し 、ことがある。 私たち は小学校以来 、

図画工作や美術を学んできた。 「芸術的」 指導は受 けたが 、 意思伝達の た め の 言語としての絵の描
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き方は学んだ記憶がない。 視覚表現ではどう伝えるかとし 、う基礎教育は美術系 大学でも軽視してい

る。 教え方も 分かっていない。 20 世紀後 半以降、 写真、 テレビ等のメデ、イアが高度 に普及し、 視覚情

報への依存度 が拡大したが、 視覚言語文法の体系化が遅れ、 指導方法も未開発のままである。

荒川 修作とM . ギンズ夫妻 （以 下 、 単 に作者と呼ぶ） は共同制作「意味のメカニズム」 を 1970 年の

ベネツィア ・ ビエンナー レで発表した。 その後 、 部分的な修正を加えて 1977 年 に米 国で書籍として

出版した。 88 年には改訂版が出たが 当 初部分に変更 はない。 日 本では 1 980 年、 国立国 際美術館

での展覧会後 、 作品 は西武美術館所有となった。 出版物は 77 年版をも と に上記の展覧会 図録をか

ねた 日 本語版（滝 口 修造・ 林紀一郎訳）と 、 市川 浩 による 88 年版の訳本がある。 前 2者はほぼ同一 内

容で、 活字化された英文の みを和訳したも のである。 市川 訳 は滝 口 ・ 林訳 に小論をつ け 、 別 冊と し

て 図版 中 の 文字部分を抽 出 し 日 本語訳を添えている。

藤井 、 須貝 、 私の3人は、 この作者の業績を 「視覚言語を体系 化するための試案」 と理解し、 作 品

自 体のもつ視覚情報を言語情報 に 「翻訳」 すること に挑戦してみた。 視覚情報を体系 的 に整理する

ことで、 これまで、個人の判 断に依存してきた視覚 による伝達方法に法則性を求めよう とする試みであ

る。 底本は英語の 77 年版を使用 した。 まず須員 が試訳を作り、 3人で徹底的 に議論を重ねた結果を

藤井がまとめた。 さ ら に討議の う えで、森 田 が修正を加えつ つ 、 全体の調整をした。 模型制作 は須貝

による。 今 回 は 、 最初の3 章のみを発表する。 文字数制 限の都合で一部の欄外 図版の翻訳 は割愛

した。 視覚情報の言語化が主 目 的なので、 音声言語で書かれた序文の翻訳も省略する。 原文の 引

用 は斜体で表示し 、 必要に応 じ原綴を併記した。 また原文の改行は省略して［／］で示した。 また 、 不

本意な が ら 、 原著で は色刷 り だ、っ た 図版をすべて 白 黒とし、 かっ大 幅 に縮小した。 このため肝心の

画像がとても 見 にく し 、も の になったことをこ、容赦願し 、たい。 （以上、 森 田 記）

1 . 主観の客観化

く 1 - 1 ＞ 冒頭民、 1 ここに示す例題を一連のくフィルター〉とし て用い、 そこから主観を解読したり

あ3程度までのZ護軍危を封ijJ:」 とあり 、 その下に3つの図が縦に並ぶ。
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上段は横長の枠内 に 、 ラ ンダム に濃灰色の × 印 が散ら

ばり 、 対角 線の交点 に小さ い黒点 がある。 枠下 に は 、 「 x

印（複勢。 ではなく、 点のことだけ考えよ止同記される。

中 央の黒点はよ ほど注意しなし 立見落とす。 しかし 、 もう

ひとつ別の点が複数存在する。 線 は点の移動で生まれる。

従って2本の線が交文する場所も 点である。

中 段 は上と 同形の枠 内 に 赤 、 青 、 黄 、 黒等 の 小 さ な 円

が夫々 に鎖状 に 、 波型を作っ て散っ て いる。 枠の左 半分

口識がないJ O印（複数） ではなく、 点のことだけ考え よL

と付記がある。

ここには中央の点がない。 上の黒点 と 同位置 に黄色の

- 120 -



荒 川 修作 . M . ギ ン ズ若 『j;}:I司、の メ カ ニ ズ ム j を 討し む （ 1 ) 相u:r:言語体系 の綿立の た め に

鎖を構成する 1 つ の 円 がある。 この 円 を 円 と見るか、 拡大視した点と見るかは微妙だ。 どち らかにす

るかは 円 の 大きさと全体の 面積の相対的 関係で決まる。

最 下段 は 、 明 度 の異なる紫の小さな 四 角 が3つ 、 明 度順に接して並び、 「 局長寿にL で、 1 つの舌E

を燐ク昔）1位の2つの自Eζ＇：§｛ff!/1:/:):: J とある。 点の移動軌跡 は線 に 、 線の移動軌跡 は面 になる。 線

と線の交叉 が 点を作る と 同 様 に 、 面と面の交又 は線を作る。 刷 毛の先端は毛 先 が並んで線を作 り 、

絵具をつ けて動かすと色面がで、きる。 色面と色面の交叉 または接触も線を作る。 連続した 曲 面や 同

一色の色面 には境界線がない。 2つの色面の聞 に改めて線を描く 方法はここに第3 の 色面を置くこ

とである。 その色味や面積しだいでさまざまな機能 が生じる。

欄外右 に滝の 写真があり 、 流れ落 ちる水 に多くの Oや × が加筆してある。 説 明 は何

もない。 水道の蛇 口 から 出る水の下 に掌を置く と 、 水 が無数の点 の移動である感触が

伝 わる。 眼で、見る流水は線や面の移動で、ある。 作者は 、 へレンケラー に強し 、 関 心を持

つ。 彼らは滝の写真に加筆して、 普段 は意識 しない面の構成要素を顕在化 した。 葛

飾北斎の 「 冨獄三十六景 神奈川 沖浪裏」 も 、 作者と 閉 じ意識でフkを視覚化した傑作

といっても過言で、 はな い。

< 1 - 2 ＞ 上段の枠 内 に は 、 次 の言葉ととも に濃淡2様のジグザグ線がある。 横 方 向 は 1 本の濃い

線、 縦方 向 は薄 い線が数本 、 う ち 1 本 はやや規則 、 その他は不規則 な線である。 添 え書 き に は 「 ごJi 

らの4蓑否子 でf!:-37士

右上から左 下 に 向 カ ミう横方 向 の ジ グザ、ク 線 が 目 立つ 。 横

方 向 の線だけを取 り 出 す と 、 上下方 向 の 奥行き感 が 見 えて

く る。 一 方 、 縦方向 だけを抽 出 しても 奥行き感 は な く 平面 的

だ。 線は線に過ぎな いが 、 濃 く 太 い線 は 注意を引 き 、 淡 く 細

い線は 目 立 ち に く い。 そ の役割を意識 的 に使 い 分 ける と 、

表 現 の 幅 が広 がる。 またよく 見る と 、 定規を使用 し た 線 と 不

使 用 の線が混在して いる。 同 じ に 見 え る 直線 で、も 、 緊 張状

態 に違いが 出る。 フ リ ーハン ドで、ひいた直線は 、 手のわずか

な揺れを記録 し て いる 。 そ れ が 線 の 「 お も む き 」 や 「 あ じ わ

し リ になる。 「 余 分な空気 ・ ・ ・ ・ 」 の 一 文 は 緊 張感からの解放

に繋がる。 たとえば、 「春 日 擢現験記絵巻」 で は民家の板屋
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根 は 定規を用 いた線で 、 板 を止 め る 枝木 は フ リ ーハ ン ドで、

示 し 、 加工材と天然木の違いを描き分けている。

中段の枠には、 淡い灰色 に 太 田 の 白 線を 消 し 具で描き 、

手書きの細 し 、線 が 1 本重ね書きし てある。 その線は 中 央で輸を作る。 下方 に 「 これ乏 でさ-?°Jk"Iプ長iぐ

疲れ」 とある。 紐状のも の は 1 本の線で、はない。 縁があいまいな輪郭で固 まれた細長 い長 円 で 、 左 右

の端ははっ きり描かれて いなし 、。 「 張れ」 と し 、うから には紐状のものであろう が 、 「 これ」 は 白 く 太 い紐
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か 、 黒 く 細 し 、糸か？ 対象が極め て主観的な表現だけ に苦労する。 作者の 意 図 を第3者 に き ち ん と

伝える に は 、 最低限の 客観的な表現が求められる。

下段は2つの枠があり 、 左枠は無数の水 平に引 し 、た平行線ととも に 、 「 I/ff��ずに THESE LINES 

を設x J:J とある。 右 枠 に は 、 中 央 に 1 本だけ水 平な線があり 、 左 と 同 じ文章がある。 左 図 は線 が 1 本

でも LINES と複数なの が 曲者だ。 「線が移動する と面 になる」 は幾何学の初歩で学ぶ。 無数の平行

線の集合は面を作り 、 線の 曲 が り 方で面の形状を表わす。 見かけ は l 本の線で、も超極細線の集合と

見ることも 出 来る。 毛筆書きの「一」 は線か面か ？ 線画である金属 凹版は、 明 暗や濃淡をぼかしで表

現できないので、 線の粗密 を利 用 する。 線 の 1 本ずつが面の形伏や明 暗を表す細胞なので、ある。

く 1 - 3 > k二草誌の栴P'l 1::::. 1 再呂を額けた り需じたりしながら、 隣り合った も ののどれかを、 数分開じ

っとJl, つめ。と」 とある。 下に小さな写真を2枚、 横ならびに配し 「 すベでを選べ」 と記す。

l.OC叶（ Al A N 、 （ ＂ J,O什 OJI 11;1"1' '" \'Oi i  
4 ’ l'EN /\1�U I・＇＂’s1: ＼＇� ’ n u  1 : n：＿•、 ，.，’＂

対 1 : v 1: 1 t A I M I N l l'l J：�、

「S言
ON 'I II t・ f A N V1\S 

この2枚1 組の写真は立体写真のよう に 見える。 でも 2枚の写

真 は複数の車が隣り合っ て並んで、 し も とし づ 以 外 はま っ たく の

別物である。 これでは立体視はできない。

人 間 の 2 つ の 目 は 中 心 点 が 6 ～ 7cm 離れ 、 左 右 で 見 え 方 が

違う。 脳 はこの相違を瞬時に処理 して 立体感 に変換する 。 立

体写真 はこの原理を応用 して平面 的な2枚の 写真から錯覚 を

起こさせる仕組みだ。 作者は「 両 日 を使え」 と し づ 指示 によっ て

こ の 2枚の写真が一組の 立体写真である と錯覚するよう に仕 向

ける。 数分 閉 じっ と 見 つ め る こ と は 不 可能だ。 目 を 閉 じ た一 瞬

に 見 えるもの は何か。 見 え な い 一 瞬も 、 記憶に頼っ て 実 際 に

見えているよう に錯覚 していなし 、か ？ 「 じ っ と 見 つ め よ 」 。 これ

が視覚 の トリ ッ クを仕掛ける作者のメッセー ジで、ある。 じ っ と 見

つめれば最初の印 象とは違うものが見えてくるカも しれな い。

下段 は横 長 の 枠 に 「力ンパスのーと で」 とあり 、 そ の 下 に 1 枚の抽象画がある。 画 中 の左端 に 「 1'1 · 
鳥 ・空・山 ・太陽 ・海・船 ・木・煙・ 家・男 ・ 自転車L の曽誌が犠kこ並：-U 、 ーで教kび それを探せL ヒある。 示

された絵画 に は 具体的な形は何一 つ描かれていない。 描かれた抽象的な形 態 は 、 示 さ れた言葉と

直接に対応していない。 「探せ」 と命 じられでも 、 雲も鳥も空も 山 も 見 当 たらない。 形態と言葉の 聞 に

は 、 意 味 による結び付きはな いのである。 作品 の傍ら に言語を添える と 、 具体的なカタチが描いてな

い絵にも何かの形体が 見えてきそう になる。 抽象絵画の前で 「何が描いてあるの ？ 」 と尋ねる 人 が し 、

る。 わからない形 が 、 既知 の 言葉と結びつく と安心するのだ。

< 1 - 4 ＞ 画面の上半分 にはそれぞれ（FULL」 と「B\IJPTYJ と書かれた 四 角 い枠が2 つ 、 それをさら

に横長の外枠で囲み、 下方 に次の文がある。 「 Kθθp thθ lペisco幻ly equal to thθ deliquescencθ . . ・ 0封

j住cifJf/Af：佐若華街jご保 て；）j 。 この大きし 、外枠をくS l > とする。 FULL と EMPTY の文字のお陰で 、 人 は
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左 の 四 角 に は何かが詰 まっている 、 右は空虚だと理解する。 でも 文字を除けばどち ら の 四 角 も 見か

け は 同 じだ。 イ可が FULL で 、 何が EMPTY なのか ？

中 段 は横長 の 枠 内 に意 味あ り げな 文 章 の 文字がびっ し り 詰 ま

っ て いる。 この枠をく S 2 ＞ とする。 く S l > と く S 2 ＞ を 見 比 れ ば気付く

だろう。 びっしり と文字で埋まったくS2＞が FULL で 、 文字がぽつ

ん と書かれた＜ S l >がほとん ど EMPTY である こ と に。 言語として

の FULL と EMPTY は 、 は っ き り とした意味を持ちな が らも 、 具体

性では図像に劣る。 視覚的な表現 は 、 とき に言葉よ りも有効 に働

＇＂＇，向山町川川..・11..- ·k�•I'…I併I
ι 一一‘ ー － －�· 一一 一 副主乍者7 苧：：，. c千七..�：－＂ ア－＂＇ ；：ユ� .：.� て,__ ..,... _ 4--- - ,.- - r- 一 ι 一 一 一戸 一 日 ー 一 一 ー ー・ → ・ー ー 一 一 』一 一一一 一 ‘， 、． ～ － 一－－← 一 一守 －一

.J － ‘・ h」」 一 一 助 ，. － ー ー ，p ・＂＂ －’一 一 一’a - ～ ー一一 ー ー 一
く 。 言葉だけでは 、 何が 、 ど、の よ う に詰まっ ているのか、 なぜ空虚

なのかが分からなし 、。 見た り 、 触 っ た り すれ ば状態がすく、、理解で、

きるが、 言葉だけの表現はあまり に抽象的すぎることがある。

粘性（粘 り 気の ある状態） と潮解性（物 質が吸湿しで溶解した状

態）の違し も 、 言語表現では概念を示すだ け で 実 際 に どう違うか

までは解り に く い。 言語による表現は正確なよう であるが 同 時 に 不正確でも ある。

く S 2 ＞ に は 、 手書き文字で次のような記入 がある。 「 3λ の哲学まかあ'3/t字jご厳若3そめた。 学ff!f

I r”” 州U 刷川

ーーーーーー・咽草1

長は彼らにこう 告げた。 fみなさんの額の上に、 青か白 で点を措きます。 も し他の人 に 自 い点が見え

た ら 、 右手を挙げて 下さい。 自分の 色が何色かわかったら、 手をおろ し て 下さむ リ。 学部長は3人 の

額に白い点を撞いた。 も ちろん3人 はみな手を挙げた。 ほどなく、 Yノレ ・ ホフ氏が手を 下ろ し て、 言っ

た。 ／ ｛私は自に違いあ りませんJ/ rどう し て判りました ？J 学部長がた ずねた。 ホフ氏は上手に

説明し 、 職を得た。 さて同氏は自分の額の点が白 であることを如何に説明したのだろう ？ （部屋に鏡

はなかった）／ （ちょっ とおい て）」 析を変えて大きな活字体でベ これ以上は考え るな立競丸

下段は「 700, 80α 000」 と し ち 数字が並んでし も。 700 、 800 の 次 は 900 でなく 000。 しカ も 、 000

の 文字はゼロ で はなく 、 大 文字のオーだ。 文字も視覚情報としてみると意 味をなさな いことがある。

最 下 段 に は 、 鉛筆書き風の グラデ、ーションの外側 に「 180mph、 JOαnph、 10.刀1ph」 の 文字 が 上 下 交

互 に 、 目 盛り のよう に書いてある。 mph は mile per hour、 マイノレ単位の 時速を示す。 文字や数字を図

形 と併用 して量の関係を示すこ と が 出 来る。 グラフや地 図 の縮 尺 が 例 である。 でも 、 こ こ に示された

例 は機能していな い。 l OOmph が どの位置を示すかも分らない。 「 10 と 1 00」 よ り 「 1 00 と 180」 の 間隔の

方が大きいのはなぜ ？ 図 に添えた表示を鵜呑み にするの は危険だ。

欄外上部は丸 み を 帯びた 四 角 形 を 対 角 線 で 黒 と灰 色 に 塗り わ け 、 「 Turn J，θ•ft/as/ 

you turn right （左にまわせ、 同様に、 あなたは右を向く）立 ちりも。 これは turn ヒいろ 言

葉の言葉遊びだ。 as で結んだお 陰で一連の動作を求めたよう に見えるが、 2つ の turn

は意味 が異なる。 右 と 左 と し 、う 対語があるため に つ い 惑 わ さ れる。 色の位置関係でも

似たことが起こる。 左 図 の 四 角 を回転しても 黒 と灰の位置関係 は変わらない が 、 見 た 目 の 印 象 は が

らり と変わる。
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欄外下部 には、 ほとんど意 味 不 明 の 文字列がある。 冒 頭だけ記

してみる。 「 刀7F θ pl刀 θ＇SSα勾 fph J s phy a e sθ king· · · ·」 。 これは前

頁 に訳 文 の み掲 げた 「 3 人 の 哲学者 が ・ ・ ・ ・ 」 で始 まる 図 中 の原 文

（手書き） 「 乃•ree professors ofph1Josophy arθ 5θθ·king・ ・ ・ ・ 」から適当

に 文字を消 し たもの。 文字列 に依存する言語表 現 に 空 白 （empty)

を作る と 、 意味も empty になってしまう。 最後 の カ ッ コ 内 は先 の 対応

部分とも一致しないので、 まったく意味 不 明 だ。

< 1 - 5 ＞ 画面 中央にティン卜レッ ト作『スザンナの水浴』のカラ ー 写真 、 周 囲 に下記の文がある。

右上には向かって左手に氷、 右手 に蝋燭の炎 と触れる人物スケッチ がある。

「 答務化／No. I lせ乏 試 み6� のの影丑 scratch 法 で菱

沼ず）： （；何＇.：§：：－$：按化す4うだめに クノ／No. 2  !if莱-3/c"Iプ：＆v i

時府、 －;;!Kの指.：§：：－，｛［！v 吻汐殺やL、 ωノず才の手の指否？厳季持
の〈肘J嘗jご探 で／No. 3 ぷ働句E〆；／歪P受fl士

v 一五テをf学ク、 在震の'fljf／，ご訴っ てつEぐさつjプ）：： （環初／;fl:f!:/v
c"f! Iご尼x.aい品 のからがめ、 等身大、 E大物止運め）：ノ／

動のオf!�;Oi＇$：重苦化の質jご影響す石の1:tc＂の産度のオf!�

正でか ？／八ro. 4 $：鋭化の実例 アィン外v川の進/:t-Tィン

外V／外の却 で6あった ク

ス ずシナのtll c4ti!lft/ － §分を貨に現すこ止 で／ Z若

乃I（／，ご＆L,, で／ － §分の＇.fE／，ご加点 で／ JEC//j宮で掠んた訪

で／ 併の煩Ii:才て.，.；／ 質感の真右6iiifへの夢物の＇lfc�／ － ＜街、 真珠の ぎ厳IJac/.Aずンナの

所序＇d"Jの＇lfc�／ 一芸＠ifilご6続分岐y士芽／ 厚手 重11ごみ-3周じJ._-j；；土品宮崎(ff/ .£{ .:§::-i!lよさL で

若λ た ら それぞれの客護軍化／ ースずンナから Eをそら すごとで／ 一λ /;j.樹ポ｛宝:/:ff）／，ご6だれ で

JL"�／ － �：） 一λ l:t:t労苦l/J!/77-、 震と手若残L で全身佐原す／ 一二λ ;Oi互いにJEX. av 1位置に立 つ

ごと で客萄化がまクた つ ？

!i!ff iiif·のそのf佐のffff-分 で／;t/ 家傍の動士 0;0.i渡島若客説化ず＇-3／ ポグj遣まのよ戸在若善運智子とす-3

客観化のノ討果、 7）＼ § 政j;jfj立 たav 》／ 巌!/?l'b，害事る ぞっぽを舟ぐ

二ごに列挙｛＿，，7士以がに品 、 f戸高の府沖合}Jff}fE でl:t'b っと多 ぐの客差宮北」があっJ士／;tずであ-3.。 j

も の の 見 方 は十 人十色だ。 視覚情報伝達ではお互いにある程度の 方法や情報は共有している が 、

まだあいまいさを残して いる。 No. 1 ～ 3 は視覚の客観化 に向 けた一つの提案である。

No. l の Scratch は 「削 り 取る J の意味だ。 棒切れで地面 に形を描く。 紙に強く ボールペンで書いて

も よ い。 指でなぞる と微かな 凹みを感 じる。 視覚 と触覚 が協 力 し て線の存在 をよ り 強 固 に知覚する。

触 角 は視覚を客観化するの だ。 指先の触覚は金属 凹版で刷った線の盛り 上が り を認識できる。 この
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荒川修作 ・ M. ギ ン ズ著 『意味の メ カ ニ ズ ム j を 読む （ 1 ) 一 視覚言語体系 の 確立 の た め に

微かな凹 凸も 眼 は確実に知覚している。 で、も電子機器のデ、イスプレイ画面 に現れた線を指先で感じ

る の は不可能である。 同 一平面上 に並んだ光の点滅にすぎない。 映像作 品 の表現は従来の 手作

業 による色の塗り重ねで生み出す視覚表現とは別の論理が必要 になる。

No. 2の熱 さ 、 冷たさも触覚情報である。 人は熱さや冷たさを絶対量で感 じる の で はな い。 基準は

自 分の皮膚感覚だ。 多少の個 人差はある が大差はない。 身体が人 間 温度計に変わる のだ。 では体

感温度をどのよう に視覚化するのか。 氷や蝋燭の炎のよう に極端な例 は絵や文字でも伝わる。 でも

その 中 間 温度や微妙な違い は音声／視覚情報の いずれでも表現できない。

No. 3の指示通 り lこ 、 空気だ、けのスプレー缶を使って絵を描いてみる。 手の移動軌跡 は残らない。

大きし も の を描く に は全身運動 を伴う 。 身体を動かすことで 、 眼 に見えるも の の 大 き さ が 実感できる。

西洋の宗教絵画では教義 に基づく価値基準 に従って、 集団 肖 像画で は 出資者の分担金に応じて

人物像の大きさが決まっ た。 ティントレットの作品で、は、 ひときわ大きい女性像を見て鑑賞者は直感

的 に主役がスザンナだと理解する。 描かれた大きさは単に対象物の大小ではない。 描かれた形は

記号と 同様 に作者の意図を客観的 に伝える重要なメッセージとなる。

No.4の記述 は他と比べて著しく 言葉の数が多い。 なぜこんなに多く 要るのか。 絵画は3次元空間

を2次元で再現する手段である。 3次元空間 は本来なら触覚で認識する方が早い。 視覚表現は 、 こ

んなに多くの言葉で補わないと意 図 が伝わらないのか ？ いや、 言葉だけならもっ と伝わらない。 そ こ

にコミュニケーションを達成するための方法選択と限界が存在する。

2 部分の特定と移動

.. 
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< 2 - 1 >  上段 に は 、 見 出 し に 続 け て 活 字体 の 大文

キ で こ う 記 さ 杭て い る 。 r 2 . 位置 と移動／ 次の言葉と

函像は、 意味が働 く範囲を（かな り 正確に）規定する 試み

であ り 、 それ ら の形態自 体が持つ移動性に つ い て調べ

る 試み であ る。 こ こ では言葉と圏像の内容に つ い ては

考え ず、 言葉と図像の視覚効果に つ い てだけ考え よ。 L

中 段 に は 大 き な 四 角 を 2 つ 並 べ 、 そ れ ぞ れ の 左 上 に

「 汗品 目 、 右下に「 汗刀丘l の 文字がある。 THAT と THIS は対

角 線で結 ぼれる が 、 左 枠 の そ れ は 直線 、 右 枠 は長 い長 方

形である。 THAT と THIS は位置の概念を持つ言葉だ。 普通

は、 手前が THIS 、 遠くが THAT である。 THIS と THAT は対

象物 とそれを見る人間の位置関係 によっても変わる。 そこ に

人 間 の 存在がある。 透視遠近法で は手前 にあるも のを大き

く表現する。 下線 に接地した THIS は左右両図 とも大きく描かれている。 左 図 の THAT は左端のTが

小 さ く 霞 み 、 右 に進む につれて大きく 明 瞭 になる。 つまり3次元で、は斜め に配置したも の を描いたこ

と になる。 近く の大きな THIS と遠くの小さな THAT、 意味と位置関係を視覚 的 に表現した 図 だ。 さ ら
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に左 図 の THIS と THAT を結ぶ直線の先端は THAT に向かう 矢印 である。 矢印 は移動を表す記号

だ。 この記号によって 、 私たち は THIS から THAT への動きを感じる。 しかし 、 右図からは左図 ほど遠

近を感じない。 THAT と THIS はほぼ同 じ大きさで描かれ 、 対角 線状の長方形 に は 「RULER じ若斑ノ」

と書かれている。 THAT と THIS の 問 の距離感がなく 、 図 全体が 平面的に見える。 文字の位置を視

覚 的 に扱 う と し づ 法則 を 「RULERJ が無視しているためだ。 長 方 形 の 2 本 の 長 辺 は遠近法的視覚を

邪魔している。 距離は数字でも表わせる が 、 視覚表現のほうがずっと直観的で、ある。

一千敦kこは 1 も し できるなら THA T をじっと見 つめよ／ も し できるなら THIS をじっと見 つめよ／ THIS

THA T を道釘を位置に産的 と し づ指示ととも に 、 THAT を思わせる 立体的な文字を弓形 に並べて

鉛筆で描かれている。 右端の T ら しきも のは半分しか見えない。 H は立体的 に見えるが 、 見方を変

えると側面が i にも 見 える。 しかし 、 「 見つめよ」 とし 、う THAT や THIS が 見つからない。 THAT や THIS

とし づ 言葉は具体的な「もの」 を示さない。 THAT や THIS 品 、う 文字を 見つめるのではなく 、 それが置

かれた位置を見つ めればよ いのだ。 距離を置 いてこの不思議な 図 を 見 つ め て いる と 、 指示が 「わた

し j とし ち 主体の移動をうながす。 「 適 当 な位置 に置け」 とし 、う THIS THAT と は 「この THATJ か、 それ

とも 「THIS THAT」 とし づ語列なのか。 「適 当 な位置」だって存在しない。

欄 外 に 、 立 ち 上る煙と洋上の船舶 ら し い写真があり 、 物差 し が重ねてある。 下方

1=. 1-J: I To be attached to and the length of some attachments · ・ ・ ・ （何かをはめ込 むこ

ム ばめ必ゐy士も のの:IJ!�f:t・ ・ ・ ヅ」 とある。 目 盛り のある物差 しを重ねただけで 、 写

真 はただの風景ではなく なる。 目 盛り の数値は読めなく ても被写体の 大 き さ が気 に

なる。 右 図 の 目 盛り のない物差しとの違いだ。

< 2 - 2 ＞ 上段 に は 「 “ 5マイノレ” の意味はI l . 頭痛I 2 . 美味し し 、I 3 . 色I 4 .  250 ポンドI 5 . パ

スカルI 6 . 氷河時代」 （叫以 下は欄外） 、 「“複数のいす” はI 1 .（空 白 ）／ 2 . 複 数 回 の誕生 日 I 3 .  

I I 、’1 M i i.i  s 、，， 、、内

f l lAIHS ＇＂＂ ・

I 11 1.，、＂，、《 l lE
, 1>1:1.( ( ' !0 l l S  
" ......... . 

I 
:! lllll l ' llJ》A、s
5 お1 1 .1\S
。』
r. M’；r.011rnぉ

失敗I 4. （空 白 ）／ 5. 複数のメロデ、イ」 とし ち 2つのメッセー

ジととも に 2枚の写真が縦に並ぶ。

与の写翼 民は 1 意識を集中させる 一瞬の囲い込 みし 一干 の

写亘 kこ は 、 1 ここにある点は写真に映った 一番遠い点から 一

定関頭で見る人 に近付い てくるはずだL ヒある。

5マイルが何を意味する の か ワ 5 マイノレの移動を考える

と頭が痛 い。 5マイル先 の 美 味 し い レ ス トラン。 5マイル先を

示す色刷 り の 地 図 。 秒速5マイノレは人工衛星打ち上げ時の

最低必要速度 、 そこで働く圧 力 は ？ パスカノレは圧 力 単位だ。

地球温暖化 に伴う過去 百年の氷河の後退は約 5マイノレ と し 、

う 。 マイノレは長さの単位 に過ぎな い が 、 と き に は速度や時 間 、

移動をも意味する。 上段の 単語群は音声言語による速度感

の視覚的表現なのだ。
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一 視覚言語体系 の 陥：立の た め に

「 5マイノレの意味J の 項 目 は 、 1 、 2 、 3のすべてに文字が書かれている。 つぎの 「 複数の椅子」 は 、 1

と4が空 白 である。 書かれた言葉 は動 きと無関係である が 、 視 覚 的 に は「 5マイノレ」 よ り 動 き がある。 空

白 が生む作用 だろう。 それは浮かんで消える言葉 になる前の感覚 に対応する。

2枚の写真 は典型的なL�透視の風景である。 こ こ に 同 心 円 が何本か書き加えられている。

上 の 写真 は 、 白 黒の コ ン トラ ス ト が 目 に付 く 。 同 心 円 は 間 隔 が 一 定せず 、 しかも 円 は複数 の 矢 印

で構成される。 矢印の方向も一定しない。 円 の 中 心は風景写真の消失点 よ り 低 い位置 にある。 本来

なら2つの点は一致している はずだ。 この写真 は動きをあまり感じさせない。

下 の 写真 は広 い道路を走る 自 動車の運転席から 見る景色のようだ。 スピー ド感がある。 重ねた 円

の 中 心 は風景の地平線よ り 下 にある が 、 それも気にならない。 中 心が暗い道路に 隠れて いるためだ

ろう。 同 心 円 は等 間 隔で 、 聞 に黒い点 がある。 等 間 隔の 点 は 、 走行する車の前窓 に近づいてくる風

景を思わせる。 地平誠に近いほど明るく処理した写真が速度感を与える。

荒 川 修fl: M ギ ン ス若 r:0:r司、の メ カ ニ ズ ム j を 読 む （ 1 ) 

< 2 - 3 ＞ 上段 は 円 、 三角 、 四 角 を2 つ ずつ組 に し て 矢 印 で結び 、 次 の よ う な 文 字 が 書 いてある。

「THIS CIRCLE IS BLANC/ THIS  TRIANGLE IS BLANC/ 

THIS SQUARE IS BLANC 」 。 最初 の 文 は 「ここに丸い空 間

がある 」 と訳したい。 三角 、 四 角 も こ れ に順ずる。 も の の 形 は

ある形を線で固い込む こ と によ っ て 生 まれる。 何も な い 空 間

を線で丸く 囲むと丸い空 間 が 出 来る。 囲 し 、こんだ形 を三角 、

星型、 人型、 不 定型などと呼ぶ。

下段は大きな 四 角 の 中 央 に黒い点が 1 っ と 、 次 の 文 章 が

ある＇ a I ここにどうにも分割できない2つ以上の点がある／ ｛こ

の点はどうにも分割できなむ 立つ以上の点の集合である）J

「。／へ
f長：； ＇） 必＼ ｜
＼～／／ 乙一一ーム 一一一」一 一

つ

1"111� 詩＂＇l'l""Ul 1\Nlt 
「一一一千

テ レ ビやコ ンピュータ の 画 面 は無数の 点 の 集 合 で 出 来て

いる。 でも私たち は そ ん な こ と に無頓着で 、 ただ 色 の 面 と し

て眺めている。 こ こ に示 された黒点 に は小さいながら面積が

ある。 だからこ の点も微小な点の集合である。 ノレーベで、拡大

., ...剖Ii AUt>: E術的 山 知山 川円 Wllll ll U医＇＂n'\l'ls" ,;fi!,.，�：： .�r＂品i\似勺！“開 ＼＼＇ llll:U e川11 IJ �·0·1 L..'主主竺ど巴L’

- nr-'!'lllS SYI、mm. IS Tiilお ー

すればそれがすぐわかるだろう 。

最 下 段 に は 「 THIS SYMBOL JS THIS」 とある。 最 後 のTHIS に続いて右端

の 四 角 いマー クを指す矢印 がある。 マークは印 章のよう にも 見 える が 、 大 文字の

T 、 H 、 I 、 S を紋章風 に組み合わせたも のだ。 「 この記号は THIS です」 と解説する

案 内 文でも ある。

文字は、 視覚を使っ た伝達手段だ。 みんながある約束ごとを共有して初めて意

味を持つ。 描かれた文字の線だ、 けで、意味は生まれな い。 視 覚 的 な かた ち よ り 、

「意味J の ほう に意味がある。 THIS の 文 字 は 、 意 味 内 容がわかる 人 に とっ て 「TJ

「H」 「 I 」 「S」 と し づ 直線や 曲線の組合せではなく 、 「これ」 と し ち 意味を纏っ たひとつ

勾／η〆匂句E4
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のかたまり なのだ。 反対に 、 見知 ら ぬ言葉の文字は絵や模様と同様に見える。 文字は意味を共有し

たとき、 点、や線がつくる空間表現で、なく なる。

欄外には 「空局を維持すQためには何点必要小 ？」 とし 、う文字ととも に 、 白 黒の グラデ、ーショ ンス

ケールがあっ て 、 階調ごと に2つずつ 同 明度の灰色の円 がある。 空 間 は線で囲い込むほかに色面と

色 面が接しても生 まれる。 隣り合う色 と色の境界が輪郭線を作る。 面を色で塗 り 分 けるこ と は空 間 を

分けることでもある。 線で囲んだ形 に色を塗る と考えてもよい。 でも線の 内 と外を 同 じ色で塗る と 、 輪

郭線が 消 えて 1 つの 空 間 に化してしまう。

< 2- 4 > 「場所の痔宕と夢嘉手」 と題して3つの図 と数個の文章があるスケッチブ、ツクの 1 頁である。
• · • _ ,  h'�寸ρ 上段 は 「No. lJ の 下 に 2つ の ア ー チ型の入 口 がやがて 1

d《斗ぶ》必修ヤ つ に合体するドームの図 である。 rga-J と「均」 が 2つ の 入 口

v，. ＿ ，苧ddl斗R 長：�·－ に分割 して書かれ、 中 間 の ドーム上に「 en-trance」 の記入が

ある。 図の右側 には次の文がある。 「 % チX=l／ この外ン水

fレそのも のがい つ も ドーム に通じ、 通り抜けているい 下ーム

は大文字表記だ。 この言葉は俗語で 「頭骨」 を指す。 図 の 上

に書かれた2つの言葉の意味と書かれた位置 は 「ア ー チ か

ら何かが入り 、 やがて トランスする （en-trance） 」 ことを暗示す

る。 トランスは刺激や反応を喚起することをいう。 図 は人 間 の

鼻の機能を模式図 的 に示したも のだろう。 一つのハイフォン

が 曲物である。 （ * entrance は enter［入る］から派生した［入 口 ］ の

意味であるが、 en［～ になる］と trance に分割する と［トランスする］ の意味 になる。 文字言語にも視覚要素がある

例だ。 go と ing は分割しても意味の変化 はない。 ）

下段は No. 2として2つの模式図 がある。 左図 は薄く 四 角 い箱からコードが 2本垂れている。 説 明 文

による と 、 箱 は透 明 なプラスチック製、 右手にスイッチがある。 何かの装置ら しい。 箱 に は4つの単語

「 ベンル 苦:X f."7A テープ止の声」 が 、 コードには 「 鼻へ綾紛」 とし 、う 言葉が添えてある。

右図 は、 円 形状の太線に重ねて 、 細線でいく つもの 円 を書いている。 細線は2本の鉛筆を束ねて

引 いたも のらしい。 中 央から 2本線で描いたコ ー ド状の線が2本出て いる。 絡み合っ た線の 聞 に複数

の黒い塗 り つ ぶしを作り 、 それぞれに説 明 を加えている。 「 ベンル／ 外ヲ＇A／ テープーとの声」 。 また「 ス

イy矢l と書いた小さく 太し 、T字型が8つ描かれている。 コードにも 「 鼻へ｛裂統j」 とある。

最下拠こは、 1鼻に通じる音／ ー透明なプラスチックで音の通り道を 可視化し、 仕組みの位置関係

をみ つけよう／ ーサイズや形式の異なる も のも 作っ てみよう／ 一鼻をも っとも活性化できる音、 音の香

りを探し て、 位置や形態、 質を新し い方向に位置づけよ（再耳は塞け五 ヒある。

主：r1�Jj J光 でも同様の試みが出来そうだ止ある。

私たち は 「見る」 「 聞 く J を主たる情報源とし、 非晴眼者は 「触る 」 「 聞 く 」 を主情報源 にする。 道の 曲

が り 角 を足の触覚や歩く反射音のみでなく 、 匂 いで認識することもできる。 点字 は触覚で読む音声
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荒 川 修作 . M . ギ ン ズ 若 『芯l司、の メ カ ニ ズ ム j を 読 む （ J ) 一 視覚言祁体系 の 陥立 の た め に

言語だ。 太鼓の音は 耳だけでなく 皮膚感覚でも知覚 できる。 釣鐘やドラムは振動 を 目 で確か め る こ

とができる。 でも録音さ れた音 は音でしかない。 音を鼻で、 匂 いを耳で、感 じ とってもよいはずだ。 へレ

ンケラーの知 覚 に強し 、 関心を持つ作者は 、 総合的な知 覚 による物事の理解を求 め て いる。

3 あいまいさの表現

< 3 - 1 ＞ この作品 は次の言葉で始まる。 乙あ い出 世のま

�；：：＼�＂�＇.��：�.：：：： 
·；.：：ぷ川 町 ’.. ：.廿込：：t’e”z… 単ず6あ いよきL 、た、； ζf、；ゐ之土コ外 てt 表主宮！＿＿， ）：：）ζf すdラζ「、 f) :j ひ 正？ 

，， � 「 a 司令『

つの 可能性とし てのあ いまいさが現われる。 そのあ い まいさ

から一つを選んだり、 全部を並べた り すればお互い、 つまり

あいまむ 、さの持つあ いまいな性質も説明できるだろう。 L

文 の 後 には大きな枠の 中 に 2 つ の 四 角 があり 、 左 の 四 角

の 下 に は 「 f) （＿＿， この空声7があ い 若い右らJ 、 右 の 四 角 の 下 方

には「 ご ら らぽ2({f;h いよさいだ〕 とある。 さ ら に 、 2 つ の 四 角 の

直：r f�I とすると全体は（部分より）少なくとも 1 0倍あいまい

危〕 、 と続く。 並んだ、2 つ の 四 角 は ど ち ら も 上 辺 が 他 の 3 辺 よ

り 細 い。 右上の角 も線を欠 く よ う に 見 える。 角 がな いと 四 角 で

はないのか。 実際はどち ら の 角 にも極細で淡 い線がある。

作者 は、 角 の線を細 工 し て 、 観者が この線を見過ごすこと

を期待している。 一 見 、 角 を欠 く よ う に 見せ つ つ 四 角 い 空 間 を感 じ さ せる。 そ

れが線の機能を再確認する 作業なのだ。 点線 は 隙 聞 が 多 い分 だ け 囲 い込 む

匁h 停色 司 品唱』 ・ ・-'r-咽

間「

IN THE NON-SENSE W U 州 問 1'111) l\ATIU 川

7.mo s l'lll:Sl�N I I ” 官 ” AM”IHIJl"I H;S I 1>1111”Y’ ” 咽

力 が弱 く 見 える。 作者 は2つの小さい四 角 を ZONE、 点線で囲む枠 内 を 丁目E

ENTIRE AREA と 呼ぶ。 し かし 、 こ の THE ENTIRE AREA も画面全体では

ZONE にすぎない。

構σ〉下 f=3つの さえ主主が説、 1上に示した全体を使っ て、 Yes、 No を言え／ こ

こに示した空院に欠陥はなむ 、か ？／ 考え ても無意味ではあるが、 あ いまいさの

ま男f;tc·、のぐら い成身Lたか ？」 。 作者は 、 さまざまな空 間表現を通 じて視覚の

あいまし 唱を示そう と した。 でも 、 あいまいさを数値で は表せない。 あいまいさ 自

体が あいまいで測るも の さ し がない。 「2倍」 、 「 1 0倍」 と し づ 表現 自 体 にも 意 味

がない。 そ れを承知であえてあいまし 官表現の成功率を問 う て し も。

左 手欄外にも2点の写真がある。 上段 は M ・ デュシャンの 「 階段を下 りる裸婦

No. 2 J に 、 2 つ の 白 枠 と 文 字 を重 ね て ある。 白 枠の 上 方 に は 「 YES」 「八iQ」 、 画面 下 に は「 DO YOU 

LIKE THIS PA!J＼ヴYC ？」 とある。 離れて 見ると写真全体が人の顔に 見える。 これはも う デ、ユシャン

の作品 ではな い。 デ、ユシャン に は 「モナ ・ リ ザj に髭を加筆した 「L.H. 0 . 0 . Q 」 という作品 がある。 「この

絵 は好きですか ？ 」 と し づ 質 問 に答 える 前 に 、 「 この絵」 とは加筆前 、 加 筆 後 の どち らだろう ？ 言葉 と

じ 口

f 刷 胃＇ ＂脚 ”＂質 問問問，
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現 実 の 聞 に も あ い ま い さ が あ る 。 下 段 は 、 上 段 の 加 筆 部 だ け を 抽 出 し た も の 。 最 下 部 に

fTJTLE.BLANK/ NAME.ARAκ4 ［；閉／ DETA.’1959J と し 、 う 作 品 票 が 付 いて い る 。 書 か れ た 「 DO

YOU L広E· · · · ？ 」は質問 で はなく 作品の一部である。 でも 本 当 に質問ではないのか ？

1111針 ＂‘ . ' ( ()Ith’�1VI 1 VIS‘。，＂ 唱 l.，，“’P錨IYll . I N悶叩’h I τ，NACIUUS , I ，，.討院l'AllA1In.  ' 

< 3 - 2 ＞ 上段 は 、 乱雑 に線描き し た地 に 、 大 き く 鉛 筆 書

きで MISTAKE の文字がある。 各 文字 は陰影をつ けて立体

的 に描かれている。 文字ご、と に立体表現や陰影の っ け方 が

異 な っ て いる。 「 M 」 は厚紙の リ ボン を折 り 曲 げた よ う な 形 、

「 I 」 は立体の台形 、 他 の 文字は直方体の組合せた、。 曲線を

伴う 「S 」 も細長い直方体を曲 げただけ に 見える。 どの文字も

見る 角 度 が異なる。 「A」 は床 面 に長 い影 が ある。 同 じよ う な

立体文字を作ってみた。 いく ら苦心しても作者 の 図 のよう に

はならない。 1 文字ずつ撮影 して合成 したらやっ と似たも の

が再現出来た （ 右 下 の 写 真 参 照 ） 。 この 「MISTAKE」 は 、 絵

画 空 間 の 中 に し か 実

在 し な い。 虚構を現実 J 少 I

のように思いこませるのが絵画の世界だ。

下 段 には細 い黒線で大 きな枠があり 、 上辺 にフォーク 、 縦笛、 2つ の接着剤容器を並べて貼って

ある。 フォー ク に は 「A FORKJ 、 笛 に は ケ!f!DDLE C」 の付記がある。 接着

執落事きか己資国取がーで主ずで垂れ 1 これは結合力も／ 粘着力も／ 通常接着力

も／ 冨着力もあっ て／ し っかり固まっ て／ 剥がれることもない接着であるが

／ 同時に （さもなけれ ば） あ い まいな接着 である止竹記がある。 3 つ の 説

明 文 は対角 線上に並び、 笛のそれは四 角 のほ ぼ 中 心 にある。

A FORK と書かれたフォー ク は 、 よく 見る と2本が合体 し て いる。 実用 に

は耐えない。 これは TWO FORKS で、 出 来 た 1 つのオブPジェだ。 「A （ ひ とつ

の ） 」 と し ち表記 に惑わされてはならない。 中 央の縦笛も 2本の笛を縦 につ

なぎ、 吹 き 口 が塞がれて演奏で、きない。 でもこれを素直 に楽器 と 見誤る 人

も いるだろう。 「MIDDLE C」 とは鍵盤の 中 央 にあるC音であり 、 中 央 ・ セ ン

タ ー の 略でもある。 流 れ 出 し た接着剤 は説 明 の 文 字 どお り な ら 、 粘 り が あ

る はずだが実際は乾いて 固 まっ て いる。

右欄外に2枚の写真がある。 1 枚 は昼のエッフェル塔 、 も う l 枚 は夜のエ

ンパイア ・ ステ ー ト ビノレ。 どちらも筆記体で 「Mistake」 の 白 文字が重なる。

文字を除けばどちらもよく 見る写真だ。 2枚の写真を見比べる と 、 エ ッ フ

エノレ塔の写真には奥行きを感 じ 、 ビノレの夜景 は近さを感じる。 筆記体の 白

文字を指で隠してみよう。 両者の距離感の差はほとん どな い。 前者は黒い
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荒 川 修作 ・ M . ギ ン ズ著 『意味の メ カ ニ ズ ム j を 読 む （ I ) 一 視覚言語体系の確立の た め に

塔 と 文字の 明度差が大きく 、 後者は暗い夜空 に浮かぶピルの窓 に灯る電灯 の 明 か り が文字の 自 さ
を 目 立たなく している。 同 じよう な写真にちょっ と手を加えるだけで、距離感が変る。 視覚表現の現実
である 実際 に見てし も距離、 写真が作り 出す距離感、 どち らが Mistake なのか ？ 写真のタイトルは
「こだまJ だ。 自 分で聞く 自 分の話し声とこだまで聞く 自 分の声はどちらが真実なのだ、ろう。

《：3 - 3> i レモンのあ いまいな部分のネットワーク／ 表現につい て スケッチ ぬ2J ヒ言うヲベNν

が付いている。

画面 には、 レモンらしき輪郭線をはじめ 、 四 角 や 円 、 その他さまざまな形を環状 に散り ば め 、 そ れ

ぞれの 中 に レモンに関わる言葉が書いてある。 さ ら に 、 ネッ ト ワ ークを暗示するかの如 く そ の相互を

線で結んでいる。 要素聞を結ぶ線は、 複数の線だ、ったり無結合だ、っ た り する。

図 中 に示された言葉を原 文（直訳）の形で示す。 順番 は無記入の レモンの絵からJI頂 に左周 り とす

る。 原図 にはないが便宜的 に番号をつけておく。

。 〈無記入 ＞I 1 ANOTHER TRANSLA TION OF A LEMON （レ モンの那訳） ／ 2 STILL 

LEMON← if possible （.まだレモンだ← 可能ならば＇）I3 MISAPPREHENSION OF A LEMON（，患違い

のレモン）与』記3項 J H；：：返ド位置 4こ SOUND（音声によるレモン如 、 記誌もも］／ 4 DRA WING OF 

A LEMON(Iレモンの鰻措�／ 5 MOD豆L OFA LEMON(Iレモンの模型DI 6 THIS IS A LEMON（.これは

レモンだ）I 7 ACTUAL LEMON（；実際のレモン）／ 8 IMPRESSION OF A LEMON(Iレモンの印象�／ 9

MO VING (TRANSITIONAL) L削ON（動 い て い る あ る い は移動 する） レ モ ンI 10 ALMOST 

LEMON(iほとんどレモン）／ 11 REFLECTION OF A LEMON（.レモンの鏡像�／ 12 PHOTO OF A 

LEMON（.レモンの写真）／ 13 DREAM OF A LEMON(iレモンの夢1/ 14 AREA OF A LEMON（.レモン

の領域）［＊13 と 14 の近くに LAST LEMON（最後 のレ モン） の 書き込 み があ る］／ 15 HIDDEN 

LEMON(J,臆されたレモン）／ 16 SUBJECT: LEMON（：テー マ： レモン）／ 1 7  ILLUSION OF A LEMONt幻

のレモン）／ 18 MEMORY OF A LEMON（；記憶の中のレモン）／ 19 IMA GE OF A LEMON（.レモンのイ

メージ'l/20 BEFORE or PRE- LEMON（.レモン以前�／21 PAINTING OF A LEMON（.レモンの絵�／22

SLICED LEMON（；薄切りのレモン）／ 23 ANIMAL ’S LEMONu動物のレモン）／ 24 CUT-OUT OF A 

LEMON6切り抜いたレモン型VI 25 AFTER LEMON（.レモン以後）／ 26 PAST LEMON�むかし のレモ

ン）／27 LEMON(iレモン）

これらの言葉を書き込んだ形を見直そう。 0、 4、 5 、 7 、 10 、 1 7 、 2 1 、 24、 27 は典型的なレモ ン型であ

る。 19 と 22 は 円 。 口 にするレモンは輪切 り が多いし、 丸 いイメージを持つ人も 多いだろう。 1 、 3 、 8 、

1 1 、 1 3 、 1 6 、 1 8 、 26 は基本的 に両端が尖った長 円 形で、ある。 引 き伸 ばしたレモン形とし り てもよ い。

言われれば分る程度だ、が視覚的 にレモンのイメージが残っ ている。 2 、 6 、 12 、 1 5 、 20 、 25 は 四 角 か

その変形だ。 書き言語としての「レモン」 といえる。 レモンの写真も 印画紙は 四 角 だ。 9 、 14 、 23 はその

他の形をつかっ ている。 詩的な表現を含めて図化しにく し 、のだ。 も う ひ とつ 見落とせな し も の がある。

地色の鮮やかな黄色だ。 （ 白 黒の図版では不鮮明であるが、 全体が 明 る く 淡い黄色の用 紙を用 い 、

さ ら に鮮やかで、心もちオレ ンジ色気味の 四 角 い面が描かれ、 そ の 上 に環状 に並んだ様 々 な形 とそ
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最 後 に 、 作者 は 云 う 。 「 東 ご の厳探g:.

3次元モデルにすること一二重螺旋を基

本に考え てはどうか。 （言語と視覚の関採

が）縫れ ずに絡み 合う螺旋を描く。 ）／ ま

だはっ きりしたイメージは出来ていない。

それが具体的になるとき、 あ いまむ 、さの質

も変わるだろう ・ ・ ・ ・ ・ ・／ ※ あ いまいな部

分は、 言語表現と視覚表現それ ぞれ に

存在し 、 二 つの表現の違いを超え たとこ

ろ に も 存在する／ ※ どの範囲までをあ

いまいだと考え るか … ？／ ※ 推量や推

定の言葉 （「～だろうj f～ら し いJ） を捷わ

ずに、 あ い まいな部分自 体をそのままに

扱うのには、 どうしたらよいか …一一－0 J 
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れら相 互を結ぶ線が描かれている。 図 で淡い灰色 に見える部分が黄色の 四 角 面 である。 ） この 色 が

赤だったらレモンのイメー ジ は 台 無 し になる。 文字で レモンイエロー と書いても レ モンのイメー ジ と は

程遠し 、。 色の持つメッセージを言葉は代用で、きない。

。 ， .，，，..， ，・ a/'-1-.f A』 ...r�サ」 ，f＿ ，，哨岬d品 制的 呼応 L T·¥·"-"
，＿・4・“・句、 ., ’ 
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...  r.  t』 ＂・ f・·＇·＇； ・1 -'·1・匂 ーマ＇＇ ＂＂＇I・' ・..，，... ”・ ・ ・M・ ‘ ・ ’ .....u .. �‘ ・・4 ·＇·＇二‘··－· � .....・....r・ ’.. 叫 ... ,1 ...、・e・ 智ら e・・ー・‘，_ _, 
.... ，.‘ . _, .. ( . ...、．ヘ ’·.�••. ．町噌 ·� •• ＂帥」 ’ゐ、 E…．ぺ. ，•：.晴 ．‘ ＇ ＇且、嗣 ． 一 z 一 ． 』 ‘．マ ，， ，（‘ ． 」‘電、 炉J‘ ． … … 一 －a ， 冒． 白 ・ ・ • ’ ' 

く 3 - 4＞ 上段 は 中 央 に細長 い柱状の立体物が大きく描かれ、 周 囲 に小さな 図 と 文章が ある。 左 上

kこは r （＇.＇＇こで切 っ ても 、 そ の瞬間に現れた切り 口 で全体の構造がわかる （縮尺や方向を変えたらどう

と土石かのJ とあり 、 中 央 の 図 と 同 じも の が小さく2つ添えてある。 右 中 にも手書きの 同 じ 文がある。 そ の

r t：こは I これはなにかの不鮮明なX線写真だ。 （これは何かの不鮮明なX親写真なのか？）止いう支

が大きな、活字体で書いてある。 傍 ら に 中 央の 図 と 同 じものを小さくスケッチ 風 に描 き 、 そ の 一 部 に 黒

い太線の加筆がある。 その脇にも 、 この立体を 円 柱部分が見えるよう に 90 度回転したよう な 図 が ある。

枠 内 の 最 下 段 に は 「 LかL舟；がか疋 クl;t v リ と 大 書する。

何が足 り ないとし 、うのだろう？

立体物を描く と き 、 面 と 面 の 交 わ り ゃ重 な り は線で表現

する。 線が描かれて いれば2つの 面 が 交 わ り 、 線がなけれ

ば連続面である。 断面が 見 えると立体の形状がわか り 易 く

なる。 角 柱の断面は四 角 、 円 柱や 円 錐の横断面 は 円 にな

る。 長 円 に 2本 の接線を 引 け ば 円 住 に 見える。 円 柱の 表

面 は連続面だから余計な線 は い ら な い。 でも輪郭線だけ

で立体の 円 錐と平面の扇型を描き分 ける の は 難 し い。 球

と 円 も 同 じだ。 そんな と き は 、 表 面 の形状に沿った細線で、

陰影を描し 、て形を説明 する。
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荒 川 修作 M. ギ ン ズ主； rn:1床の メ カ ニ ズ ム j を 読 む （ ］ ） 視覚日i\l'i体 系 の 附z立 の た め に

図 に示された立体の断面 は 、 左 下が 四 角 で右上は 円 。 角 柱 と 円 柱をつな いだ形だ。 しかし 、 この

図 は 不 完全である。 四 角 形の右上から 出 る線が 1 本 足 り な い。 こ の 角 に丸みがあれば連続面 と理解

できるがそうではな い。 角 柱はどこで 円 柱 に変わるのだろう。 普通 は 、 角 のある面から連続面に変わ

る 点 まで線を引 いてそ の形状を説 明 する。 直線か曲線かで面の ゆ が みも わかる。 こ こ に示 された形

は何とも 不 可 思議な立体だ。 作者 は故意 に線を省略して不思議な空 間 を表現している。 l 本の線を

欠 く だけで 「形のあいまいさJ が決定する。

X線像は立体の 中 を透視して構造を見せる。 角 柱と 円 柱をつな いだ立体 の 変 化 点 は 不詳だが 、

中 に別の物質が入って いれ ばすぐわかる。 黒い太線が内 在する異物な ら 、 こ の 図 は異物と本体の

差をよく説明 している。 でも透視画像では表面形状がよく わからな い。

下段の 図 は 四 角 の枠 内 で 、 中 央の広い空 白 に 向かって周 囲から放射状 に無数の短い線が描か

れている。 そ れぞれの線 に濃淡があり 、 周 辺 ほ ど濃い。 最 下段 には 「 出 発点 を決 め よ 」 とある。 一 本

の線がもっ濃淡や太細を利 用 して動 きや奥行きを表現できる。 同 じこ と は筆圧や筆勢の利 用 でも 可

能だ。 図 の 放射状の線 は 中 心 に 向 かう線か、 中 央から放出 される線か つ 出発 点 は手前か奥か ？ こ

こでも指示文が作用 し て いる。 文字を隠して見るとただ、放射状 に線が描かれた平面的な図 になっ て

し まう。 文字の大 き さ と 間 隔がつくる黒い塊が線の集合に動きを与えるこ とを確かめておこう。

く 3 - 5＞ 上段の 四 角 に は 、 2つの長 方形を重ねた十字型、

黒鉛筆の塗りつぶし 、 円 の線描ととも に次 の表記がある。 「 ご

れらばとれ 6ーと 大活�£」 。 何を 見 て 、 も の の 上 下 を判 断す

るか。 ここに示された 3 つ の 形 はそれぞれを上下逆転しても

見かけ上の変化 はない。 で、も 3 つ の 形 を 囲 む枠ご、 と逆転す

る と事情が 変わる。 タト枠 は 下 辺 だ け線 が 太 い。 し カ も 「 上 下

逆 さ ま」 の 文字はすべて 下辺 に 接 し て いる。 文 字 は 上 下左

右 が 決 まっ た記号だ。 文 字 と 下 辺 の 太線 、 そ れ が こ の 図 形

の 上下を規 定 し て いる 原 因 である。 日 ごろ経験する 三 次 元

空 間 では、 も の は地面に近いほうが下 になる。 絵画表現でも 、

地 面 や床 面 は 上下 関係をあら わす要素である。 5 ～ 6 才 の

子 ども は 、 画面 い っ ぱ い に ひ いた横線で 地 面 と 空 の境界を

表 し 、 すべての事物をこの線 上 に横 並 び に描 く 。 山 の斜 面

のような場合は事物を斜面の線と直交するよう に配置する。

地面を示す線を利 用 して上下 関係を表現するのだ。

中 段 は正方形の枠 内 に 白 塗り の正方形が描かれ、 次の文字がある。 「 0八！£ WHIT.日 。 描かれた 白

はひとつではな い。 ONE WHITE とし 、う 黒い文字の後 ろ に 、 白 し 、 「 ？ 」 がある。 なぜ、 ONE WHITE は

目 立ち 、 「 ？ J は 目 立たな いのか。 同 じ 淡い灰色の地 に前者 は濃い黒で 、 後 者 は 白 で書かれた。 記

号 と 地 色 の 明 度 差 が 見 え方 の 違 いを生む。 色の持つ色相 、 明 度 、 彩度などの差が 大 き い ほ ど 、 描

H中U 。
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かれたも の ははっ き り 見える。 「 見 にく し 、j ことは、 「 見過ごす」 こ と に通 じる。

最 下 段 は 細 い枠線で 囲 む 四 角 の 中 央 に、ン ャ ツ の 実物 、 周 囲 に無 数 の

「 SJnは」 の 文字を異なる書体で散り ばめ 、 実物 と線で結んで、 し も。 「 こ ん な

に何度も 同 じ言葉を書かな く ても 、 これがシャツである こ と く ら いわかる」 と

云 いた く なる。 でも 、 これも 作者の トリックで、ある。 SHIRT と書かれた文字と

実物 のシャツを同 時に見ることで 、 文字の意味と実物の意味を混 同 し て し

まう。 一番下の 「SHIRT」 をよく 見てみよう。 これは S,H , I ,R,T c it 、う5文字の

アノレファベッ トと四 つのコ ンマの羅列で、あっ て 、 SHIRT ではない。 ただの文

字列なのだ。

中 央 の 実物 は普通 のシャツに見える が 、 折り こんだ部 分 は 見 えない。 袖

や裾の有無もわからない。

そ れで、もこれは、ンャツなのだ、ろうか ？ 視覚的なリアリティ と言葉の組み合わせは人を惑わす作用

がある。 「高級品Jと書き添えるだけで、価格を数倍 にすることだ、って可能 になる。

欄外上は 、 丸めた紙の写真だ。 「 天Jl!J.無用J の添え書きがあるがJ 、 地面を表現するも のがな く 、 も

とも と上下の 関係が存在しない。 欄外中 は真っ黒な三角形がひとつ 、 下 に 「 TWO ELA αf勾 とある。

黒い線で、区切った2つの黒い三角 はひとつの黒い三角 にしか見えない。
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